様式第26号
農地転用事前審査の申出に係る意見書

平成　　年　　月　　日

香　　川　　県

	申出に係る事項等
	申出人の住所及び氏名
	

	
	申出の土地
	所　在
	

	
	
	面　積
	田
	畑
	計
	採草放牧地
	その他
	合計

	
	
	
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	10a当たり平均収穫高
	
	
	
	
	
	

	
	申出の土地に係る道路水路等公共施設の種類及び数量
	
	申出の土地の農業生産状況
	

	
	事業計画
	用　途
	

	
	
	工事計画
	着工予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日
	完了予定年月日
	　　　　年　　　月　　　日

	
	申出に係る権利の内容
	（所有権移転　　　　　　　　）

	農地転用に関する許可基準からみた意見
	１ 農地の区分
	許可基準に定める農地の区分の該当事項
	

	
	
	該当事項とした判断理由（申出に係る農地の営農条件及び周辺の市街化の状況）
	

	
	転用候補地内の農地の区分別面積及びその割合
	
	甲　種　農　地
	第１種農地
	そ　　の　　他
	合　　　計

	
	
	面積
	㎡
	㎡
	㎡
	㎡

	
	
	割合
	％
	％
	％
	％

	
	２　転用目的
	

	
	３　転用候補地の選定について
	(１)特定土地改良事業等の内容
	事業の種類
	事業施行者
	施行面積
	候補地に関係する面積
	施行時期
	候補地に関係する

土地改良財産

	
	
	
	
	
	㎡
	㎡
	
	

	
	
	(２)都市計画
	都市計画区域決定の有無
	計画区域内　　　　　　　　　　計画区域外

	
	
	
	都市計画法第８条の

地域地区の決定
	　地域地区の種類
	

	
	
	
	
	　決定なし

	
	
	(３)農業振興地域整備計画との関係
	農業振興地域決定の有無
	振興地域内　　　　　　振興地域外　　　（告示　　　　　　年　　　　月　　　　日）

	
	
	
	農用地区域決定の有無
	農用地区域内　　　　　農用地区域外　　（決定　　　　　　年　　　　月　　　　日）


	
	
	(４)その他の土地利用計画等との関係
	

	
	４　許可方針該当事項

（申出に係る農地が甲種農地、第１種農地又は第２種農地である場合において、その土地につき申出をすることがやむを得ないと認められるときは、その理由）
	

	
	５　開発許可等との調整状況
	

	
	６　総合意見
	

	
	７　申出がやむを得ないと認められるときは、申出人が許可申請にあたって留意すべき事項
	


（記載要領）
１　「１　農地の区分」欄には、「農地法の運用について」（平成21年12月11日付け21経営第4530号・21農振第1598号農林水産省経営局長・農村振興局長連名通知。以下「運用通知」という。）第２の１に規定する農用地区域内農地、甲種農地、第１種農地、第２種農地又は第３種農地の別を記載する。

２　「１　農地の区分」の「許可基準に定める農地の区分の該当事項」欄には、運用通知の区分を記載する。（例：第１種農地の場合にあっては「運用通知第２の１のイの(ア)のａ」、第２種農地の場合にあっては「運用通知第２の１のオの(ア)のａの(ａ)」など）

３　「３　転用候補地の選定について」の「(４)その他の土地利用計画等との関係」欄には、例えば、工場立地の調査等に関する法律に基づく工場適地等を記載するものとし、申出の土地が申出に係る事業の施行に関して法令（条例を含む。）により行政庁との協議が義務付けられている区域内にある場合にあっては、その協議先と定められた行政庁との協議の進捗状況を記載する。

４　「５　開発許可等との調整状況」欄には、申出の土地が市街化調整区域内にある場合において、転用行為が都市計画法第29条の開発許可及び同法第43条の建築許可を要しないものであるときはその旨並びに同法第29条第１項又は第２項及び第43条第１項の該当号を、転用行為がこれらの許可を要するものであるときはこれらの許可の処理状況及び見込みを、転用行為が開発行為及び建築行為のいずれも伴わないものであるときはその旨及びその理由を、それぞれ記載する。

５　転用候補地が特定土地改良事業等の受益地区又は開拓地区内にあるときは、これらの地区及び転用候補地を表示した図面を添付する。












